
《縄文時代後期の石の遺構群と異形台付土器》子易・中川原遺跡発掘コラム 発掘コラム《城館の堀？中世の大溝を発見！！》上粕屋・和田内遺跡

　三つの異形台付土器の出土位置も改めて示しました。今回の調査では、縄文時代後期の配石遺構・配石

墓群などが発見されました。調査範囲の西側では、立石を囲って石を配した配石遺構などのほか、まるで

背もたれのあるベンチのように立石と敷石を配した配石遺構（写真左上）がみつかり、この周辺から西側

には③が出土した住居群が確認されました。調査範囲の東側からは石棒なども含む大きな石を集積した中

に、立石を中心に石を配したり円形に配したりする配石遺構群（写真右下）がみつかり、②はこの中から出

土しました。さらにこの配石遺構群を取り除いたところ、配石墓群（写真左中）が顔を出し、その周辺盛

土内から①が出土しています。左下の写真は、石を二重に配した最も大きな配石墓から出土した注口土器

です。調査区内は配石遺構・配石墓のある東側を中心に、縄文時代後期以前の地層が関東ローム層直上ま

で何らかの原因で削られており、配石墓周囲は盛土状になっていました。これらが集団で行った土木工事

の跡とすれば、三つの異形台付土器の出土と合わせ、当時の人々の祭祀への思いの強さが感じられます。

　今回の調査は一般国道 246 号線（厚木秦野道路）建設事業にともなう事前の発掘調査として、台地の

突端に近い東縁を平成 31 年 1 月から発掘しています。調査は 7 月現在なお継続中ですが、これまでの調

査で近世～中世、平安時代の各時期にわたる遺構・遺物を発見しました。ひときわ目を引くのは、台地の

北側縁部を一直線に伸びる大溝（写真）です。幅は最大で４ｍ、深さは２ｍあり、断面は V 字形の薬研堀

となっています。残念ながら出土遺物はありませんでしたが、この大溝が埋まった後、小さな溝が構築さ

れ、その溝が富士山の宝永噴火（1707 年）の火山灰で埋もれていることから、江戸時代の初め頃には完

全に埋もれていたことがわかります。遺構の前後関係やその構造から、大溝は室町時代から戦国時代にか

けての時期に構築されたもので、きわめて防御色の濃い遺構と考えられました。今まで知られていない中

世の城館に伴うものか、中世この地にあったとされる極楽寺に伴う施設である可能性が想定されます。こ

の大溝がどういった性格のものか、今後の調査の進展が期待されます。

かみかすや　　　　　わだうち

やげんぼり

じょうかん

い け い だいつき ど き はいせき いこう　　 はいせき 

せきぼう

りっせき

しきいし

 ぼ

ど　きちゅうこう

こやす　　　　　なかがわら

この溝だよ！

落ちたら
大変そうね

②

①

③

ふたり掛け
のベンチみ
たい

注口部分だけ
欠けていたよ


